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1 .糊こ鶴していだだき如こと、琏踮めに卿 _ りください 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し<お使いいただき、あな 
たや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するだめに、いろいろな絵表示を 
しています。その表示と意味は次のようになつています。内容をよく理解してから本 
文をお読み < ださい。 


A 警告 
A 注憲 


この表示を無視して、誤つだ取扱いをすると、人が死亡まだは重傷を負ラ苟 
能性#想れる内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


水記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容(左囡の場合は一般的な注意）が描かれてい 
ます。 

® 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

囡の中 P 近傍に具体的な禁止内容(左囡の場合はガソリン禁止）が描か 
れています。 

⑭記号は行為を強制しり指示する内容を告げるものです。 

囡の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラク*をコンセントか 
ら扳いてください）ガ描かれています。 


A 


瘳ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください c 
火災の原因になります。 


#外れ危険 

給排気筒(管、ホース）が正し<接続されているか点 

検してください。 

外れていると運転中に排ガスが室内にもれて、危険 

です。 

❿給排気筒トッブ閉そく危険 

積雪が多いときには、給排気筒トップの周りが雪で 
ふさがれていないことを確認してください。ふさが 
れているときは、除雪して<ださい。運転中に排ガ 
スが室内にちれて、危険です。 




1 •特に親してい S だきだいこと、安全のめに必ず拥りください 



_温風吹出口をふさがない 

衣類、紙などで溫風吹出□や空気取入口をふさがな 

いでください。 

衣類、紙などでふさぐと、火災の原因になります。 


_スプレー缶 厳禁 

殺虫剤などのスプレー缶をストーブの上や前に放置 
しないで<ださい。熱でスプレー缶の圧力が上がり、 
爆発し、危険です。 



⑩低溫やけどに注意 

擾時閏皮膚の同じ場所に触れないで<ださい。 

比較的低い温度 (40 〜 60° C ) でも低温やけどのおそれがあります。 





镰カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいものを近づけないで<ださい。 
火災が発生するおそれがあります。 


溫風に直接あたらない 

温風に直接長時間あだらないで< ださい。 

低濕やけどや脱水症状になるおそれがあります 


瘳高温部接懸禁止 

燃焼 中 や消火 直後は、高温部、給排気 筒、 給排気筒トップ、 枠上 
部に手などふれないで <ださい。やけどのおそれがあります。 
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_分解修理の禁止 

故障、 破損した5、使用しないで<ださい。 
不完全な 修理は、危険です。 


⑩腰をかけたり、物をのせないで 

腰をかけだり、やかんや花びんなどの物をのせないで<ださい。 
やけどしたり、ストーフが変形することがあります。 

また、水が内部に入ると、感電、火災、故障の原因になります。 


鮝改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 

まだ、ス h -—フや給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取り付 
けないで < ださい。 

火災や排ガスが室内にちれる原因となり危険です。 

籲電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えだり、物をのせだりし . 

ないで<ださい。 . 

まだ、電源フラグを抜<ときは、コードを持って引 
き抜かないでください。 

火災や感電の原因になります。 


籲電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込ん I I 

で 〆 ださし、。 尸!^^ 

まだ、傷んだプラグやゆるんだコン セン トは使用し 
ないで < ださい。火災の原因になります。 ノノ 

響長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必ず電源プラヴをコ 
ンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 

穩電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金麗物を除去してくだ 
さい0 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり火災の原因になりま 
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_灯油の保管 

灯油は、 火気、雨水、ごみ、畐温および直射日光を避けだ場所に 
保管して ください。ガソリンなどと一緒に保管しないで<ださい。 
誤つて使用すると異常燃焼や火災のおそれがあります。 


• 恋暫打_檢！卜 

交興 / J 

変質灯油、汚れた灯油、水の混じっている灯油などを使用しない 

で < ださい。 

異常燃焼や故障のおそれがあります。 


♦フアンフイルターをはずしての運転禁止 

対流用送風機のフアンフィルターをはすしだ状態で運転しますと、 
カーテンなどを巻き込んで火災になるおそれがあります。 

まだ手などふれるとけがをす:る:お暴箱_没家:^. .. 


鬱力一ぺットのずれに注意 

力' 一 ぺットがすれだりめ < れだまま使困しないで< 
ださい。 

床/ \'ネルに直接触れるとやけどのおそれがあります。 




鬱循環液 • 補充液の保管に注意 

幼児の手の届かない所に保管して<ださい。 
万一、飲んだ場合には吐かせて、医師の診断 
を受けて < ださい。 


•指や棒を入れないで 

給排気筒トツプに指や棒などを入れないで<ださい 

ケガや火災の原因になります。 


初めてお使 L \になるときの注意 

初めてお使いになるときは耐熱塗料などが焼付くまで煙と臭いが 

出ます „しばらくの間、窓をあけて部屋の換気を行って<ださい, 
まだ、 小鳥や小動物などに影響する場合が考えられますので、こ 
の間 は部屋に入れないで< ださい。 











暖気 


出入□など人の通るところは、 
ので避けて < ださい。： 


2.使用する観所 


ストーフを安: 


るためには、場所の選定が大1 


安全に使用するだめに 


ストープの前面に障害物があると、部屋の温度にむらができるばかりでな<、ふく射熱によ 
つてス i -ーフ本体の温度が上昇して危険です。 

使用場所には十分注意して効果的に使用して< ださい。 


SJ 


參部 g の保温を工夫し、部屋の温度の調節を心がけましよラ。 


瘳スト-ブの前は、反射板からのふ<射熱か'でますので、床暖ノ彳ネルとの路離を考 ff 、 して<だ 

さし、。 

修温水配管の長さが短<なるよろな位置にスト—ブを設置して<ださい。 


鐮マントルピースなどに据え付ける場合は、標準据付け 
例にしだがって<ださい。 （43 • 44ベージ参照） 


暴標高が100 Om を越える高地では使用しないでください。 
/空気の濃度が薄いだめ、燃焼に必要な空気か'不足 j 
\します。 ) 


鑤冷気の入って < る方向、例えば窓側などに置 < と、冷 
気がストーフで暖められて対流しますので、効果的で 
す。 









外観囡 


:£画板縦 




- : —州 対流ノアノケース 

— ドレンタンク（内部） 

-背面カバー 
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__. . /r *7 
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本体固定金具 


対流用送風機(内部) 


給排気筒 


スト—フ兩 
燃焼用送風機_ 

水.平器 一 - - 

コム朁口 - - - 
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牧3 XVI 、 _ 人 ...—. 

電源11 — ド- 
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3 .各部❿名称 


ホ_ィフー 

*入.切1 


KIRAF!/ 

ア^?" tJ 二；] 

I 平十宪ぬ ノ 

遇火中 


表示時刻に午_ 
運転します後 


-通常は現在時剷を表示します。 

• タイマー運転時はタイ▽ーセツト‘時 
刻を表示します。 


時刻表示 


タイマー表示(青） 


タイマー運転中は点灯します。 
タイマー運転停止中は、消灯しま 
す。 


_ボイラー運転表示(赤）_ 

ボイラー運転スイツチを押して「入」 
にしだ時に点灯し、運転します。 
運転中は点灯し続けます。 



ボイフー•タイマーノ 

床暖房(ボイラー)側か'夕-:マ-セ、 

卜(タイ 7— 切替スイツチが r^iIEk 


または liS 
点灯します。 


にセツト）されると 



ボイラー燃焼表示(赤） 

ポイラー/ \ーナが本燃焼になると 
点灯し、ボイラー運転スイツチを 
押して「切」にするまで点灯し続け 
ます。（湯温制御による消火時を 
除 <) 


■ 


ボイラー消火表示(青） 


ボイラー運転スイツチを押して「切」 
( jo にすると点灯し消火します。 
燃焼室が冷却すると消灯します。 


:定湯溫表示(爾） 


ボイラ湯温調節ボタンで設定した 
温水の設定温度を表示します。 
床暖房(ボイラー)側にトラブルガ 
発生すると、トラフル箇所が記号 

表示(モニター-サイン F 表示） 

されます。 



現在湯温表示(青） 




度を表示します。 


ボイラー運転スイツチ_ 

?甲す （ X) と床暖房(ボイラー)が運 
転します。 

もろ一度押す U ) と運転を停止し 

• Sfc ~5* d " 

V 〇 


c C 

温 nu nu 
湯 ruro 、 

定在 

没見 



























3 .各部の名称 



室温設定ボタンで設定しだ室温を表示し 
ます0 

ストーフ 1 こトラフルが発生すると、トラ 
ブル箇 m が記号表示(モニターサイン〜 

E . P 表示）されます。 


ストーフ側がタイマーセット（タイ 
マー切替スイッチか' (2 HZ ]、 また 
は li ^ zi にセツト）されると点 ; a 


定室温 


ス I フ運転スイッチを押して「切 
( JL ) にすると点灯し消火します。 
燃焼室が冷却すると消灯します。 


•ス I フのセーブ運転中に室温が設 
定溫度より約 3° c 上昇すると点灯し 
消火します。 

• 室渥か+設定温度にまで下がると消灯 
し点火動作を始めます。 


押す （ A ) とストーフが運転(点火）し 
ます。 

も0+—度押す （ 1 ) と消火します。 


□ r 3ン(育) 


現在時刻を表示してし\るこき は点滅 

i \ s±z フオ - 

し^しレ、み V 〇 

タイフーセツト8寺刻逆.表示レている 



















オーブンポケット内操作部の名称と 


■オープンボケットの開閉 

_オープンポケツトを軽く押し込むと、ゆつく:り出てきます。操作後軽く押しもどすと□ツク 
して止まります。 

操作するとき以外は、閉じてご 使用ください。 


ボイラー湯温調節ボタン_ 

通水出口温度を30〜 75° C の範囲に設定します。 
• 「高」…1回押すだびに設定温度を 5° C 上昇 
-「低」…1回押すたびに設定温度を5で低下 
/湯温の設定範囲については18ページ「循） 
1環水の温度調節」の項をお読み < ださい cJ 



3卜-ブ 

床暖房(ボイラー 

-)、ストーフ両方 

しボィラつ 

をタイフー運転 


ボイう-] 

床暖房(ボイラー 
運転 

-) のみをタイフー 

卩卜-フ1 

……ストーフのみをタイマー運転 


以上の 3 通りのいすれかの位置に合わせます。 
タイフ— 一 切換スイッチの セツ ト位置に麻じだ 
タイ9 一 •運転がでぎます。 




時ボタン 


• 時刻の「時」を合わせるときに使います。 


• 時刻の「分」を合わせるときに使います。 

-時計調節スイッチの位置により、1回の押し 
の進み方が異な 1 0ます。 

「時計合せ」…1分すつ変わります。 

「タイマー合せ」…5分すつ変わります。 


霞.響 










































z I 示部の明るさ調節 

參時計調節スイツチを「通常」に合わせて「時ボタン」を押しながら「分ボタン」を押すご 
により、表示部の明るさを2段階に調節することがでさます。 





•「時計合せ」…現在時刻を合わせるときに「時 

ストーフ火力調節つ茳 a 

計合せ」位置にします。 

• 「タイマー合せ」•••タイマーセット時刻.を合わ 
せるとき「タイマー合せ」位置にします。 

* 「通常」…現在時刻やタイマーセット時刻を合 
わせだら、通常使用中は、「通常」に必すもど 
して <ださい。 

—1- - --- 


•ス! 一— フ火力調節つまみを「微少 j か5 
「大」の間で動かし火力を ij ニアに手動調 
節します。 

• ストーフ火力調節つまみを「自動」に合わ 
せるとルームサーモによる自動運転（室 
温設定ボタンで室温を設定)ができます。 


時計. 
一時一 





タイ 

' - - -- 


セツト 


自動 


手動火力調節 
微少小 中 大 




入/切 

低め高め 

r \ 


セー: r 運転 

華温設定 


夕'イ7 — せツト.ポタン 


• タイ7— 邏転 

ボイラー-運転スイッチ、家たはストー 
ブ邏転スイッチを「入 J にし、タイマー 
セットボタンを押すことによ:り、 タイ 
マー表示とタイマーマークが点灯、時 
刻表示に夕•イマーセット時刻が継続し 
て表示され、タイ▽一運転が開始され 
ます。（タイマー表示が点! G [しなけれ 
ばタイ▽一運転は開始されません。） 
セット•時刻になると、タイマー表示と 
タイマーマークが消灯し 現在 時刻が表 
示されて自動的に運転が開始されます。 
タイマー運転の解除 
タイマー運転中にち〇—度、夕+イ++マー 
セットボタンを押すとタイマー運転が 
解除されます。 


室溫設定ボタン 


ス I フ火力調節つまみを「自動」に 
するとルームサーモによる室溫設定 
〔29〜15で、10で（卩点設定)〕ガでぎ 
ます。 ■■ 

「高め.」…設定温度を1ですつ上昇 
「低め」…設定温度を1 ° c すつ低下 


ストープセープ邏転ポタン 


■ ストーフ火力調節つまみが「自動」のと S 
1回押すとストー フ tz . ーフ運転し家す a 
室渥が設定温度より一定温度上昇すると 
消火し、一定温度低下すると自動的に洁 
火動作に入ります0 

再度押すと、ス I フセーブ運転は解賭 

されます。 




























扭 （ JIS 1 号灯油）を使用して<ださい。 

火災の原因になりますので絕 


⑩ I / Ml 告！ガソリンなど揮発性の高い油は、 

対に使用しないでください。 

@「4\注_変質灯油、汚れた灯油、水の混じつている灯油などは' 絶対に 
使用しないで < ださい。 

灯油は、必ず火気.雨水*ごみ.高温及び、直射日光を避けた 
場所に保管して < ださい。 


•送油バルブを閉じて給油□ふだをはずし市販の給油器異 
で灯油を給油してください。 

油量計の針が「満 j をさしだ6給油をやめて<ださい。 
罄給油□ふだを必ずもとどおりに締めて<ださい。 

蠊給油の際に、水、ごみなどを入れないよう特に注意して 
<ださい。 


給油□ふだ 
油靈計 


^裙油□ふたは、確美に締めてください。 
圓こ®れ汔灯油はよ<ふきとつてください 
a 燃料切れの注意と空気抜きの方法 


油タンクを空にしないよラに注意して<ださい。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気がだまり、正常に送油ができな<なることが 
あります。このよろな場合には次の順序で空気抜きをしてください。 

/一 1.油タンクに給油します。 

//pS 2•ス i フのゴム管口から、ゴム製送油管をはずします。 

— .ノ A 3•ゴム製送油管から油が連続して流れ出ることを確かめて 

^ ^ 3、 からゴム製送油管をもとどおりにストーブに取り付けま 

<_• 一一^！ す。（油がこぼれないように容器を用意してください。） 







運転開始前の準備と確認 


■ 安全装置のセツト、取扱上の注意 





定油面器 
LJ セツトレバ 





参兹_ 
左へ押す 


_醒哩 'ど 卜」 

初めて使用するときやシーズン初めには、 ス i プ正面 
右下の定油面器 1 」セツトレバー（黒色）を左方向に 止ま 
るまで押してください。 

❿リセツトレノ \—は据付け時やシーズン初めに操作 
します。定油面器に強い衝撃を芬えだり異常があ 
つだとき以外は、特に操作する必要はありません。 
万一、点火操作後灯油が出すにモニターサイン E 1、 
E 2 や F 6、 F 7 が表示されるよラな場合は Utz 
ツトレバー•を押してください。 

〔安全弁がはすれ、灯油がスムーズに流れます 6 ) 

』セットレバーは乱暴に扱つだり、押しだままの 
状態には絶対にしないで<ださい。 


■送油経路の油もれの確認 

® 油タンクや送油管の接合部などから油ちれがないかどラか確認して<ださい c 






■温水配管の/ 1 ルブ『開 j の確認 

瘳温水配管の途中に/\'ルブが取りつ けられている場合は、 必ず運転前に 1部屋 （1 回 路) ...... 以上 

の/ D しブがこ開いている こと を 確認して<ださい。（循環 水が常に流れる状態にして<だ 

さし、。） 

給ノノ！ … : パに': 1 ' 1 

と.があり涑す。 ..' 

_温水配管の水ちれの確認 

罄ス! プ内部や温水 配管接合部から水もれがないか確認して< ださい。 

❿温水配管の途中にバルブを取り付けだ場合は、必ずバルブが開いていることを確認してくだ 
さい。 

■電気配線の確認 

電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実に 差し込んでください。 

•電コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認して< ださい。 

[ zTm ] 電源 プラグ. コードの発熱*発火を 防ぐだめに… 

•電源は必す適正配線されだ 単相 1〇〇 V のコンセントを使用 して< ださい。 

；；< - レて'り sir じの使 m ff 

ないで<ださい。 ' 

■接地(アース)の確認 

馨工事説明書にしだがい、接地（アース）がとられているかどろか確認して<ださい。 






5 .使用方法 




'•運転スイッチを押す 


床暖房(ボイラー)単独邐転 


睿時計合わせは20ページ「現在時刻の調節方法」を参照して行って<ださい。 

/二へ 1.時刻表示が現在時刻を表示していることを確認してく 

(©) ボて丄- ださぃ。 

\>i V 轟入•切 ■! 

51 2 •ボイラー運転スイツチを押して「入」にしてください。 

自動的に次のように運転（予備燃焼 • 本燃焼）します。 



-ボイラー燃焼表示点灯| 
-対流甩送風機まわる 
♦ 設定湯渥になるよラに 
自動調節される 



運転開始(点火） ■ 


鲁ストープの運転には3種類の方法があります。ご希望に廊じて使い分けて<ださい。 

® 床暖房（ボイラー）単独運転 . 床暖房（ボイラー）だけの単独運転を行う場合。 

«ス i -ーフ単独運転 . ス!-ーフだけの単拽運転を行ラ場合。 

•床暖房（ボイラー）•ス !■ ^ーフ同時運転'••床暖房（ボイラー）運転とス I -ーフ運転を同時 
し打つ场〇〇 

@ストーフの火力調節には2種類の方法があります。ご希望に應じて使い分けて<ださい。 

® 自動運転 . 希望の室温設定を行うことにより、室温を設定室温に自動調節します。 

® 手動運転 . 火力調節つまみを「微少 j 〜「大 j の間の希望火力に合わせることによ0 

設定火力で燃焼を継続します。 
































を参照して行つてください c 


R が現在時刻を表示していることを確認してく 


ンポケット内の火力調節つまみを「自動 J に合 


::ださい。 


フ''運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 
2次のよろに運転（予備燃焼*本燃焼）します。 
プ火力調節「手動 j (微少〜大）の場合は設定 
g 示はありません。） 


ストーブ孿独邐転 

-合わせは20ページ「現在時刻の調節方法」 

: ラ奶—_〒爾邏福吾] 


115 !| 手動火力調節 
_少_小 中 大__ 

• : . IHW.IIIU 奮. ■*_«_■ 寺 


:厚 




1.時刻表乏 
ださい。 

2•ォープ: 
わせて< 

3•ス I : 
自動的1< 
(スト~- 
室温の I 


i 手 
動 


I 


ストーフ運転スイツチを押す 


ストーブ運転表示点灯 
設定室温表示:•点灯 
燃焼用送風機まわる 


• 小油量流出 


* ス! ー フ燃焼表示点灯 
* 対流 ffl 送風機まわる 
• 設定室温と部屋の状況 
に®じだ火力になる 




※予備燃焼後約2 . 5分間、火力は中火力になります。 

ズト—ブ火力 i _— 「手_動運__ 

_ストーフ火力調節の手動運転の方法は18ページ「ストーフ火力調節(手動調節 手動運転)」 

を參照して行って<ださい。 


5〜6分予備燃焼- Hi . 1本 

—： r _ 劃，1 i®-I 
































I 床暖房 (_ イラー） • ストーブ同時運転 

瘳時計命わせは2〇ぺーリ「現在時刻の調節方法」を参照して行つてください 


ストーブ火力調節自動運転」の場合 


m. 手動火力調節 
〖微少小中 大 

i * |! 孩 s 操 * 發 lit 缀爨 • 




1. 時刻表示が現在時刻を表示しているしとを禮認してく 
ださい。 

2. オープンポケット内の火力調節つまみを「自動」 に合 
わせてください。 



3.ボイラー運転スイッチ及びス I -ーフ運転スイッチを押 
して「入 j にして<ださい。自動的にそれぞれの運転 
(予備燃焼*本燃焼）を開始します。 

(ストープ火力調節「手動」（微少〜大）の場合は設定 
室温の表示はありません。） 


[x :、ブ火力_荜「愛星の—場〇 . 

⑩ス I プ火力調節の手動運転の方法は18ページ「ストーブ火力調節(手動調節--手動運転 ) J 
を参照して行つてください。 

•運転スイッチを「入」にしだ時、タイマー表示「表示時刻に運転します」が点灯する場合 
は、タイマー運転となりますので、タイマーセットボタンを押してタイマー運転を解除し 

二:‘てください . . ■ 

癱燃焼中に運転スイッチを押して「消火 J にしだ<0、タイマーセットボタンを押すなどして 
約1秒以上通電を止めますと自動消火し、燃焼室が冷却してか5でないと再点火できませ 
hj 0 


浴，漏:' 







オープンポケット内のストーブ火力調節つまみを「自動」に合わせると、ルームサーモによる自 
動運転となり、設定室温に自動調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）が表示されますので次のよろに調節して<ださい。 

修室温設定ボタン「高め」を押すだびに1 D 上昇します 
(上限 29 C ) 

• 「低め」を押すだびに15でまでは1 C ずつ下がり、 15 
でからはいきなり 1 (TC ( F 点設定）となります。 

修10で設定の場合はセーブ運転表示が点灯し、セープ運 
転となります。 

^設定室温を1 5° C 以上に上げるとセーブ運転表示が、 

I 消え.、自動的に解除されます。 ノ 

セーフ重短. 

ストーブ火力調節「自動」運転時に、微少火力でも室温が設定室温より上昇する場合、設定室 
温より約 3° C 上昇すると自動的に消火し、設定室温まで下がると点火動作に入ります。これを 
くり返すことによりむだな部屋のあた'だめ過ぎを防ぎます。 

參室温設定ボタンにより希望の室温設定後、セーブ運転 
ボタンを押して < ださい。 

セープ運転表示が点灯し、セーブ運転となります。 

翁セーフ運転ボタンを再度押すことによりセープ運転表 
示が消え、セーブ運転解除となります。 











室温設定による自動運転の他に、ストープ火力調節つまみによる手動火力調節が酉能です。 

次のよラにして < ださい。 

參火力調節つまみを「微少」から「大」の間のご希黛 
の位置に合わせて<ださい。 

表示部の設定室温表示が消えて火力調節つまみの設 
定火力で燃焼します。 


圖炎の状態 

ストーブの据付けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

® 炎の状態は、青い炎の中にい<6かの黄色い炎(赤火)がまじっても異常ではありません : 



il 

手勤火力調節 



...... 

微少ハ’中 ' 



L •ン 

1 * 關 1 ド晒《画腰菌 1 •■靨_祖_， j 


r .' ' 

\ 

① ） ! 




循環水の温度調節 


循展水の温度調節を行つてください。 

循環水の湯温を設定すると、設定湯温になるよ-3に自動調節されます。 

湯温の設定範囲は30〜 70°C で、 5C 単位で設定できます。 

1.特に温度設定しない場合は、自動的に 40°C に設定され、 
表示されます。 

2•ボイラー湯温調節ボタンを押すことにより、次のよう 
に循環水の温度設定ができます。 

• 「低 j ……1回押すだびに設定温度を5で下げ設定 
湯温表示に表示します。 

• 「高 j ……1回押す芝びに設定温度を 5°C 上げ設定 
湯温表示に表示します。 

3.現在湯温表示に循環水の現在湯温が表示されます。 

現在湯温表示は、 2(TC 〜80でで表示されます。 

(19X5 以下 …… Lo 表示 ) 

Urc 以上 …… Hi 表示 j 


馨フアンコンべ:フター等を設置し、循環水の湯温設定を 7(TC より高<しだい場合、高温スイッ 

チを「入」にするよラに販売店に依頼してください。 

參高温スイッチを「入」にすると、湯温の設定範囲は30〜 75°C で、5 D 車位で設定できます。 


湯温 

設定 L ilJ 〇 
現在 L U'C 

ボイ今一湯渥調節 



高温スイツチについて 



















.度調節のだめであり、部屋全体の温度調節で H 
熱くなりすぎなし\よラ使闲 温度には、十分注麗 し 
切 j a ノー '''愚..'， c ください 〇 , ::'欺’.' 
の構造や設置条件によって 一致しない場合も $ 


■床暖房(ボイラー)運転停止 


消火後、再点火するときの注意 


ボイラー運転スイツチを押して「切」にして<ださい。 
ボイラー燃焼表示が消灯し、消火表示が点灯します。 
燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、対流闲送風 
機、循環ポンプが停止し、時刻表示以外のすべての表示 
類が消灯します。 


ス!ブ運転スイツチを押して「切 j にして<ださい。 
ス I -ーブ燃焼表示が消灯し、消火表示が点灯します。 
燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、対流用送風 
機が停止し、時刻表示以外のすべての表示類が消灯しま 
す。 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いだり、運転スイッチを「切」にすると、再点火安全装置の働 

きで、ストーブが冷却されるまで再点火できません。 

だだし瞬間的な消火操作（約1秒以内）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 

響停電時には、必ず運転スイッチを「切」にして<ださい。 







W 現在時刻の調節方法 m 



例：午前6時15分に合わせる場合 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時 ？ d r ?； i 1 j 

にします。 

はじめて使用するときや、電源プラグを長時間抜い 浐と 
きは、時刻表示は-:-を表示します。 

2. 時計調節の「時」 • 「分」ボタンを押して現在時刻を合わせ 
ます。 



①「時」ボタンを押して”午前6:00”にします。②「分」ホタンを押して''午前6:15”にします。 



3.必ず時計調節スイッチを「通常」位置にもどしてくださ 
し、。この時から時計が動きだします。 





す時 si 凋節スイツチが「通常」になつていることを確認して ‘ 
#30秒以内の停電であれば、再通電後も瑪在時刻を表示しますの' 
我:せ/叫それ以上の停電で、時刻表示が-:-を表示しだ&時; 

















■運転時麵の合わせ方 



1■オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合 
せ J にします。 

はじめて使用するときや、電源プラグを長時間抜いだと 
きは、時刻表示は-:--を表示します。 

2.時計調節の「時」*「分」ボタンを押してタイマー点火時 
刻を合わせます。「分 j は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 


時(: 

Q 


〇分 

<sasw , .aaetHw _oasaef 

午刖 L • i n ! 





つ 

LJ • し"」 


①「時」ボタンを押して“午前6:0 0 ” にします。 
こ; H でタイマーセツト時刻か 1己憶されました。 


午刖し* J ， ， 

I I » I 隹 I 

mem » 

②「分」ボタンを押して‘’午前 6:3 CT にします。 


時〇 ©分 





3.幽す'時計調節スイッチを「通常」位置にもどしてくださ 
し、。これで時刻表示には現在時刻が表示されます。 


. V ::タイマー邐範方法 


床！房(ボイラー)単独のタイマー運転 ] 


タイマー切換 



…ストープ運転をしだままで床暖房（ボイラー）のタイ 
フー運転を行ラ場合 

1.タイマー切替スイッチを r ぉ二1 の位置に合わせてく 
ださい。 

2■ボイラー運転スイッチを「入」にしてください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

3. ボイラー湯温調節ボタンで、循環水の温度をご希望の 
温度に合わせてください。 

4. タイて?ーセットボタンを押して < ださい。 

時刻表示にタイマーセット時刻が表示され、タイマー 
表示とボイラータイマーマーク（燃焼中の場合は消火 
表示も〉が点灯し、床暖房（ボイラー）だけのタイマ 
一運転に入ります。 








ストーブ単独のタイマー運転 _ .... 床暖房（ボイラー）運転をしだままで、ストーブのみ 


?イマー切換 


ス >1ープ 
ボイラー 



のタイマー運転を行ろ場合 

1.タイマー切替スイッチを tlE ?? の位置に合わせて< 

ださい。 

2•ストープ運転スイッチを「入 j にしてください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

3.運転するときのご希望の火力に合わせて < ださい。 

4•タイマーセットボタンを押して < ださい。 

時刻表示にタイマーセット時刻が表示され、タイマー 
表示とス i プタイマーマーク（燃焼中の場合は消火 
表示も）が点灯し、ス I ブだけのタイマー運転に入 
ります。 


床暖房 (ボイ ラ—)，ス I ''―ブの 同時 タイマー運転！ .... 床暖房（ボイラー）とス I フを同時にタイ 

- - ---一- - --- - - - -- -- --- 1 

▽—運転する場合 


タイマー切換 



ストーフ 
7T ノラー 


の位置に合わせてく 


1. タイフー切替スイッチを 
ださい。 

2. ボイラー運転スイッチ、ストーブ運転スイッチを「入」 
にして<ださい。（燃焼中の場合はそのままです。） 

3. 運転するときのこ'希望の室温又は、ストーフ火力に合 
わせてください。 

4. ボイラー湯温調節ボタンで、循環水の設定湯温をご希 
望の温度に合わせて<ださい。 

5•タイマーセットボタンを押してください。 

時刻表示にタイマーセット時刻が表示され、タイマー 
表示及びボイラータイフーマーク、スフタイ 
マーク（燃焼中の場合は消火表示も）が点灯し、床暖 
房（ボイラー）とス I フのタイマー邏黏に入ります。 


• ii-s 7 ,灰 IMP : へ/二一▽イマー運 ft . ストーフ单独運 t ' ： C : " 

の位置に合わせておくことで、それぞれの単独タイ▽一運転ができます。 

參タイマーセツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセツト時刻、タイマー表示「表示時刻 
に運転します」及びタイマーセツトマークが表示され続けます。 






















タイマー邐転の解除 



春タイ▽ーセットボタンを押します。 

タイ▽一表示とタイマーマークが消灯し、時刻表示に 
現在時刻が表示され ( 時計動作コロン点滅)、タイマー 
運転が解除されます。 

翁このままであればボイラー運転表示及びス I ブ運転 
表示が点灯し、自動的に運転を開始します。運転を停 
止する場合は、ボイラー運転スイッチ及びス!-ーフ運 
転スイッチを「切」にして<ださい。 


■タイマーセツト時刻•現在時刻の確認 


#タイマーせツト時刻の確認 

• 時計調節スイッチを「タイマー合せ j に合わせます。 


時計 • タィフ- 


時計[■タイ^ 
合せ 



午前 5:ヨ〇 


⑩現在時刻の確認 

• 時計調節スイッチを「時計合せ」に合わせます。 


時刻表示にタイマーセツト時刻 
が表示されます。 



時刻表示に現在時刻が表示され 
ます。 


瘳確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常」位置にもどしてください 






ナに油をだめてしまつだと 



鬱ボイラーノ'(ーナ内に油がたまっだ場合、このまま点火操作をすると異常燃焼しだり、点火不良 
となります。33ベージ「ボイラーパーナの油抜き」を参照して、油を抜いてください。 

ボイラーバー•ナに油がたまっだことに気付かないで点、火しだときは、バーナ内にだまった油か 
燃えつきるまで炎が大き<なって燃焼します。このようなときは、すぐボイラー運転スイツチ 
を「切」にし、たまった油が燃えつきるまでそのままお待ち<ださい。このとき電源コードの 
プラグは抜かないで<ださい。 


循環水の凍結予防 (循環液の注入) 


寒冷地だけでなく、暖かい地域でも凍結予防及び腐食予防のだめに、必ず循環液を入れてください。 
鮝循環液は必ずコロナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使用したり、 
混合しだ0すると製品の寿命が短<なります。 

鬱循環液は6〜7年を目安に入れ替えてください。 

(開封しだ循環液の寿命は3年を目安にして < ださい。） 


結露水の処理 


® 排気管に結露水がだまった場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼してください。 





ス } へー プにト ラ ブルが発生すると、トラブル箇所が設定湯温表示及び設定室温表示に記号表示（モ 
ニター サイン）されます。 


この場合記号表示の内容を、ス^''ーフ左側面に印刷されだモニターサインー覧表、又は37 • 38ベ 
—ジ「故障•異常の見分け方と処置方法」をご覧の上、必要な処置をして<ださい。 


くモニターサインー覧表〉 


W 類.' 


m 常 


態 

分類 

モニター サイン 

異 

吊 

状態 1 


E 1 

途 

cb 

消 

火 

ス 

P 1 

ポ 

い / 

ノ 

h 

予熱不 

cp 

疋 j 


E 2 

不 

.着 

火 

h 

P 2 

ポ 

ツ 

卜 

温度低 

下 

ス 

E 3 

対 

.. 一 .: KG% 

作 

動 

1 

ブ 

P 3 

ポ 

ツ 

h 

異常過 

熱 

E 4 


全，一 

•モ 

作動 

P 5 

基 


板 

.■■示 

良 


E 5 

排気管抜け楼知作動 

ボ 

F 1 

熱 

交 

サ 

— X ： 作 

動 

h 

t 〇 

ル 

ームサ 

一.モ 

断線 

F 2 


晶サー 

s スタ断線. 


P 7 . F q 

停 



港 


F 3 

tfu 

だ 

き 牛矣 

出 

1 

E 8 

疑 

似 

火 

炎 

n 

F 5 

熱 

交 

異常検 

LU 

LU 


EA 

燃焼用送風機異常検出 

rrr 

F6 

途 


中 

消 

火 

-r 

EC 

ル 

—ムサ 

_____ 

短絡 

ノ 

F 7 

不 



着 

火 

ノ 

Ed 

対流ファン回転数 異常検出 

| 

FA 

燃焼 用送風機異常検出 


EE 

停止時ボット異常過熱 


FC 

湯温サー 

s スタ短絡 


EO 

基 

板温 

度異常 



使用上の注 


本*の「特に注意していだだきたいこと、安全のために必ずお守り<ださい」の他に、次の項目 
についても注意してください。 

參ク LJ — ニンク''店、美容院などの化学薬品を使ろところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培 
に使用しないで < ださい。 

參雷が発生しだとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧がかかっても、過電圧防止装置が機器 
を保護するし<みになっていますが、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷する 
おそれがあり哉.すので、電源ブラグをコンセントから抜いて<ださい。 

參温水配管の途中にバルブが取りつけられている場合は、_ず運転前に1部屋 (1 回路）以上の 
バルブガ常に開いていることを確認して < ださい。（循環水が常に流れる状態にして <ださい。） 



































•フには次のよラな安全装置が ついています。 

:#装置は、異常か取り除かれても 再度点火操作を しなじれば運!/；,は停土した沬まです e 


安全装興 

対靂自動消火装置 

(「 FI 1 表示） 


点火安全装置 
燃焼制御装置 

乂途中消火） 

[|フ]表示(スト-フパ-ナ） 
[£6 J 表示(ボイラーバーナ） 
(不着火） 

LH .] 表示(スト—フバ - ナ) 

! > c 7 i 表:ボイラーパーナ） 


停電安全装置 

! [ E 1 :表示丫さ : 3て表示1 


(30 秒以上) 


p 秒以上、 
130秒未満ノ 


過熱防止装置 

«過熱防止サーモスタツト 13 ITC 
( rpr ! 表示） 


原因*作動結果 

® 強い地翳や衝撃を受けだとき 


-モニター サイン iWj 表示 
自動的に消火(ストープ_ボイラ- 


* 点火5スをしだとき 
©途中失火をしだとき 
® 炎ガ 5 異常に小さいとき 


モニター サイン lLIj 表示また 
は表示(ストーブバーナ） 
自動的に消火(ストープ） 
モニター サイン表示また 
は门^表示(ボイラーパーナ） 
自動的に消火(ボイラー） 

>停電しだとき 
>電源プラグが抜けだとき 


通電後 モニター サイン£し1 . 表 
示まだは 一£3表示 
自動的に消火(ストー7 •ボイラー) 


® 対流用送風機のフアンフィルタ 
—やストーフの前面がふさか'つ 
だとさ 

«スト ーフの 前面に障害物などが 
あるとき 


モニターサイン U ?!； 表示 
自動的に消火(ストープ • ボイラー） 


処置方法 

® ス!'フの周辺に異常がないか 
確認し、点火操作して < ださい。 

(対靈自動消火装置は作動後自 
動的にセツトされます 


* 日常の点検 ■ 手入れ （28 〜36ベ 
—ジ参照）をしてから点火操作 
をしてください。 

* なおち異常がある場合は、お質 
い求めの販売店にご相談<ださ 
い。 


► の場合、時計などのセツ 
卜をしてから、点火操作をして 
<ださ:い。 

» : E 91 の場合、通電後点火操作 
をしてください。 

>電源プラク*を確認して < ださい。 


► 原因を取り除いてから鹿火操作 
をして< ださい。 

' 異常過熱防止サーモスタツト\ 
:220 t ： が作動した場合（表示 
部全消灯）は、点楼 • 修理を| 
、依頼して < ださい。 / 


⑩停電しだときの再通電直後 （ £7まだは.」 fl ： 表示）点火操作をすると f モ表示が出ることがあ 
りますが' これはス f -ープの温度が一時的に 上昇する だめで、異常ではありません。4〜5分 
冷却しだ後に、点火操作して<ださい。 









































置の 


称 


:気管抜け検知装置 
( r ^ i 表示） 


燃焼用送風機異常 
検出装置 

ゾ _ 頭っ表示(ストープ用纖機)' 
表示(ボイラ-用纖機). 


対流用送風機異常 
検出装置 


c ft /] 表示） 


ZD 表示) 


き防止装置 


Fl j 表示) 


原因 • 作動結栗 


再点火安全装置 


安全サー S スタ(基板上: 73 a C ) 


~n 

ru 


* 消火直後、再点火操作しだとき 


〇 


燃焼室の温度が一旦冷却してか 
5でないと点火動作に入らない 


® 排気管の接続部がはずれだとき 
«排気管抜け検知用 1 」ード線がは 
ずれたり、断線しだとき 


〇 


モニターサイン f 5 :表示 
ストープ•ボイラーの運転停止 


«回転数が異常に低下しだとき 


〇 


モニタ—サイン丨表示（ス 


I プ用送風機）まだは 
表示（ボイラー闲送風機） 
ストーフ • ボイラーの運転停止 


I 回転数が異常に低下したとき 


0 


過電流防止装置 
(表示部全消灯） 

循環水過昇防止装置 

«熱交サーモスタツト 11 FC ' 


• モニターサイン i i 表示 

ス!フ • ボイラーの運転停止 

* 内部配線のショートにより過電 
流が流れだとき 


〇 


電流ヒューズが切れ、すべての 
運転を停止 


«循環水が極端に減少したとき 
® 循瓖水が循環しないとき 


〇 


モニターサイン/ 1 / 
ボイラーの運転停止 


表示 


>循環水が極端に減少しだとき 


〇 


モニターサイン LfiJ 表示 
ボイラーの運転停止 


処猜方法 

* 燃焼室が冷却後、自_的 
点火動佚を開始します。 


® 給排気筒および排気管の接続部 
に、はずれ*ゆるみがないか確 

i |3 | ,ァ 〆 产、士 |、 

魏 排気管抜け楼知用リード線のゆ 
るみまたは、はずれ • 切れがな 
いか確認してください。_ 


排気□キヤッフ 


!排気管抜け 
i 検知用_|」ード線 



8 



■ 給排気筒 


• 異常低下の原因を取り除いてか 
ら点火操作をして< ださい。 


»異常低下の原因を取り除いてか 
ら点火操作をして < ださい。 


•シ彐 一 :卜の原因を取り除いてか 
ら電流ヒューズを交換し、点火 
操作をして < ださい。 


* 原因を取り除いてから点火操作 
をして < ださい。 

/異常過昇防止サーモスタツト\ 
:220° C が作動した場合(表示 
|部全消灯）は、点検.修理を I 
\依頼して < ださい。 ノ 


® ボイラーの運転をやめて、点ネ: 
•修理を依頼して < ださい。 


® 対流用送風機のフアンフィルタ 
一やストーフの Ki ■がふさがつ 
色とき 

•フ i 、、ーブの前面に障害物などが 
あると爸 ，.ーー， 

く.， 

-モニターサイン A 7 表示 
自動的に消火(ストーフ’ボイラ—） 


® 原因を取り除いてから点火操作 
をして < ださい。 

/異常過熱防止サーモスタツト\ 

( :220' c が作動しだ場合（表示' 

；部全消灯）は、点検 • 修理を,！ 
\依顆してください。 ノ 










































8 •日常の点検•手入れ 


点検、手入れのときの注意 


点検•手入れは消火後、ボットバーナが冷却してから、必ず電源ブラヴをコン 
セントか&抜いて行つてください。 



点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物(使用ごと） 

參 注意1 ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいものを置かないでください。 

汚れ（使用ごと） 

鬱ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油か'しみだりして危険です。 

ス I ブはいつも清潔にしてご使用< ださい。 

■油もれ*®の怒まり*油のにじみ（使用ごと） 

級 置台 • 油タンクに油もれ • 油のだまりや油のにじみがないか、ときどき点検してください。 
家た、給油の際にこぼれだ灯油は、よ < ふきとって < ださい。 

馨油もれのある湯合は、 お質い求めの販売店に修理を依頼して <ださい。 

. . - ■ . ■. ■- . .■- -: ■ : - . - . , . - .■ - 

■ ゴム製送油管の点検•交換の目安 ス ノ^〇め） 

• [^gMj ゴム si 送油管は、驪外で使用しないで<ださい。 

屬外での使兩は 禁止されています。 

_屋内でゴ乙製送油管を使用しているときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れがないか確 
認 し、矢点の あるときは 交換して<ださい。 

交換の a 安は、 3年に一度です。 

圓油タンク（シーズンの初め、適時） 

驂油タンク内は水 やごみが芝まりやす いものです， 給油のとき、点検して <ださい。 

油タンク内の水抜き および 掃除は、油タンク位纖の取扱説明 靈に 従って行って< ださい。 









8 .日常の点挨•手入れ 



•給排気筒及び、トップの周囲に障害物か'置いてないか、ときどき点検してください。 

⑩給排気筒がつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必ず点検し、<もが 
巣をつくつだり異物が入つだりしているときは、必ず掃除して<ださい。 

•給排気筒及び、排気管の接続部がはずれだり 

r 排気管抜け検知用 U — ド線がはずれだり、断 

I 線していないか点検して<ださい。 

メスォスエルポ 鬱給排気筒を一度取りはずして、再び取り付け 

るとき、排気管の接続部内部にはめこんであ 
る〇リンブが破損していないか確かめて <:だ 
さし、 0 


ストーブ接続側 


破摄してい 
に交換を依 


(P50 4槿 D) 


翁定油面器には、ごみを除<だめのストレーナがついています。 

ごみがだまると、灯油の流れを妨げて、十分な火力が出な<なります。 

次のよラに掃除して<ださい。 

1. 油タン9の送油バルフを閉じて < ださい。 

2. ストーブの前板を止めているねじ （5 本）をはずし、前 
板の下側を引き上げて、前に引いて取りはす'してくだ 
さし )0 

3. 操作部を左囡のように、①操作部の左側を少し引き！: 
けて、②手前にまわして、開いて<ださい。定油面器 
か'みえてきます。 

@ 作部 4.ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差し込んで、 

油ガイドを作り、その下に容器を置いてストレーナの 
y 止めねじをゆるめてはずしてください。 

定油面器の汚れだ灯油やごみが全部流れ出ます。 

し...へ 5.ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中ですすぎ 

洗いをして<ださい。（水で洗わないで<ださい。） 


前板 


定油面器 


山' めよX ! 辱 : M 

■:: 'v しこノ. X :;'ブ：つ、くベ ' '' 

• ス H ノ ー了 ♦想こ八，し b “. ンご'。 u ハ.ソ,、 ' び\ y , ： f ； 7 

s -ハ礙になるよラに取〇彳曾け r < e さい, 

•ストレーナの止.めねじを、固く締め付けてください t 
修油もれがないか確認して <ださい。 


ストレ---.ナ： X しパツ_:ぃス 








■ストーフバーナの擂除 (適時) 

_し=達塞」撮除は、ストーブを消火させ充分冷却してか6、行って<ださい。 

熱い状態で行ラとやけどのおそれがあります c 

⑩スト ー プバー ナにすすがついて炎の形か'不揃いになっだときや、ストーフバーナの底にすす 
やカスがたまりすぎて着火がおそくなつだときは、次のようにしてすすを取り除いてくださ 

し、。 



1•上面板ふだを取りはずして < ださい。 


2.断熱板ふだを取りはずして < ださい。 



3•燃焼筒ふだ押えを取りはずしてください。 

4. 燃焼筒ふだをはすして < ださい。 

5. スケルトンは中ふだに取りついています。スケルトン 
をガラス円筒に当てないようにして、取りはずして< 
ださい。 


燃焼 1 」ング 


家わす 


6■燃焼リングをまわして取り出してください 










，日常の点襆•手入れ 


I 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 



7.ノズル、点火ヒータ、点火ネット、フレーム□ッドを 

いだめないように、ポット/ーナ内部のすすをドライ 
バーなどでかき落としてから、布でふきとつてくださ 

い。 



8.組立ての際、燃焼 1 」ングは、左®のよラに正し<確実 
に取り付けて<ださい。 


_ストーブバーナ、燃焼リンク'を損傷したまま使用しますと、燃焼が悪<なります。ドライ 
バーなどでつついてみて穴か'あいたり、欠けた場合は新しいものと交換してください。 

スト—プパーナの交換は、必すお買い求めの販売店に依頼して<ださい。 


圓反慰機*ガラス R 筒®攤_ (適時） 

#11 さ n 意;]播除は、ストーブを消火させ充分冷却してから、行つて < ださい。 
熱い状態で行ラとやけどのおそれがあります。 


⑩反射板及びガラス円筒にほこりがだまりますと、反射効率が悪 < なるばかりでな<危険です 
ので、次の要領で適時掃除をしてほこりを取り除いてください。 

1. 前面ガードを右側の固定ばね （2 個）か6はずし左健 I に 
まわしてください。 

2. ガラス円筒を割らないよろに注意して、掃除機などて内 
部のほこりをきれいに掃除して<ださい。 

3. やわらかい布などで、反射板及びガラス円筒をきれいに 
拭いて < ださい。 

4. 掃除が終わりましだら、もとどおりにセツトして<ださ 
い。 

參前面ガードは、きちんと取り付けて<ださい。 














* カラス P 3 藺内部®簾除（適跨） 

參去塵 J 攥除は、ストーブを消灾させ充分冷却してか行って<ださい。 

熱い状醱で行ラとやけどのおそれがあ0ます。 

鮝長期間の使用や、油だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒がすすけることがあります。 
ガラス円筒がすすけて炎が見えにく<なったときは、 30 . 31 ページ「ストーフバーナの掃除」 
の項にし. r がい、スケルトンをはずしてガラス円筒を掃除してください。 

癱ガラス円筒には、水をかけだり、衝撃を与えだり絶対しないよう注憑して<ださい。 

翁運転中にガラスガ徐々にすすけだ場合は、しばらくの間（約30分間）火力を大きくするこ 
とにより、すすを除去することができます。 

■ストーブ用点火ヒータ • 点火ネットノスルの点検(シ-ズンの初め) 

_ストーフ用点火ヒータや点火ネットにすすが彳订着しますと、赤熱が低下しだり、油のひろが 
りが悪くなり、着火不良の原因になります。 

•ノズルの先端にすすが付着しますと、異常燃焼になっだり、着火不良や消火時間が長<なる 
原因になります。 

シーズンの初めには、必ず点検して<ださい。 

ストーブ用点火ヒータ、点火ネット、ノズルの点検.交換は破損のないよラに注意して行ラ必 
要がありますので、必すお買い求めの販売店に依頼して<ださい。 

■フレー厶□ッドの点褛(適時) 

鬱フレームロッドの先端にすすが付着したり、フレームロッドが変形すると、誤作動の原因に 
なります。 

すすの付着やフレーム□ッドの変形がある場合は、必ずお買い求めの販売店に点検.交換を 
依頼してください。 

尚ポ イラー躍 点火ヒータ の点楱 （シ-ズンの初め） 

⑩ボイラー用点火ヒータや点火しんにすすが付着しますと、赤熱が低下しだり、油の吸上げが 
悪くなったりして、点火しにくくなり、着火不良の原因になります。 

点火ヒータの鋭着は入念に行ろ宓要がありますので、必ずお買い求めの販売店に依頼してくだ 






必要項目、時期、方法 


■ボイラー/ \_ナの油抜き 


參着火不良などのだめ、ボイラーパーナ内に油が芝まつだ場合次の要領で油を抜いてください c 

1. 前板をはずして < ださい。 

2. ボイラー用送油管とボイラーバーナ接続部下側に案内 
を設けて容器に受け、ボイラー兩送油管の袋ナツトを 
はずしてください。 

ボイラー/ ーナ内の油か'流れ出ます。 

3. 油が全部流れ出たら元通りにボイラー用送油管袋ナツ 
卜を締め付けて<ださい。 

油もれのないことを確認してください。 



袋ナツトボイラー甩送油管 






I 対流用送風機のファンフィルターの掃除(週に1回以上) 

⑱フアンフィルターがごみやほこりで目づまりすると、送風力が弱<なり排気温度上昇やスト 
—フの表面温度が上昇する原因になり浅与乂過熱防止装置（過熱防止サーモスタツト）まだ 
は安全サーミスタの働きで運転が停止する場合があります。〕 

次の要領でストープ裏面のファンフィルターの掃除を行つて<ださい。 

1.左図の矢印のようにファンフィルターを手前に引き出 
し、ストーブ裏面から取りはずして<ださい。 

2•ファンフィルターに付着しだほこりを掃除機で吸い取 
つて <ださい。 

3.掃除か'終わりましたら、もとどおりに取り付けてくだ 
さい。 


• /?\注意|ファンフィルターをはずしたまま邐転しないで < ださい。 

対流用送風機のファンフィルターをはすしだ状態で運転しますと、 力一ノなとを卷き込 t/v 
で火災になるおそれがあります。まだ手などをふれるとけがをするおそれがあります。 










■ I 対流用送纖機の插除（適特） 

鮝対流用送風機フアンにごみやほこりがだまると、送風力が弱くなり、音が大きくなってくる 
ことがあります。このようなときには、対流用送風機フアンのほこりを取り除いて<ださい。 
馨ス I プ後側の対流用送風機のフアンフィルターをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取 
り除いてください。 

馨掃除終了後、フアンフィルターは必ずもとどおりに取り付けてください。 


■地震などの災害が発生しだときの点挨につ ur 

® 地震などの災害が発生し、ストーフに振動や衝撃が加わっだときは、運転前に必ず次の点検 
を行って < ださい。 

® 給排気筒まわりのはすれ、もれの確認 

点検で異常か'見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 


■温水配管の水ちれの確認(適時) 

_ストーブ内部や温水配管接合部から水もれがないか確認して<ださい。 

鑤温水配管の途中に/ W レフを取り付けた場合は、必す7彳ルブが開いていることを確認して<だ 
さし''〇 







■ F レンタンクの点検 （ 適時> 

豢温水配管の圧力が異常に上昇すると、安全弁より循環水が抜けてドレンタンクにだまり家す。 
ときどき水位窓よりドレンタンクに循環水のだまりがあるかどろか点検して < ださい。 

循環水のだまりがある場合は、温水配管に異常が発生しだおそれがありますので、必ずお買 
い求めの販売店に点検を依頼して<ださい。 


■圧力計の点検（シ-ズンの初め 

® 左側板ふだを固定しているねじをはずして、左側板ふたを開けると圧力計があります。 
シーズン始めにこの圧力計で温水配管の圧力を確認してください。運転前で39 .2 kPa (0.4 Kg 
f / cmO 未満の場合は、循環水が不足していることが考えられます。お買い求めの販売店に点 
楼を依頼して < ださい。 



長期間ご使用になりますと、 ス I ブの点検が必要です 3 

2 シーズンに1回程度、 シーズン終了後などに、お買いあげ店又は、修理 資格者〔(財）日本石油 
燃焼機器保守協会 （TEL 03-3499-2928) で行う技術管理講習会終了者 （石油機器技術管理土） 

など〕のし\る店などに点検 依頼されることをおすすめします。 






10. 故 _ • 巽常®見分け方と 遇靈方法 

_ _ . _ 


_次のよ•うな現象は故障ではありません。 

癰修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


現 象 

説 明 

cB s 初めて使用するとき、煙やにおいがで 

火丨 る。 

耐熱塗料やほこりが焼けるだめです。 

しばら<窓をあけて換気をして<ださい。 

? 燃焼開始時や消火後に「ピチビチ」と 

いラ音がする。 

本体内部が熱により膨張、収縮するだめです。 

0 t 点火時にボンと音がする。 

点火する時に発生する着火音で、異常ではありません。 


圃使用中に異常がありましだら、次表により原因を調べて処置をして<ださい。 
瘳原因のわからないときや、処霤のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近くのコ 



























湾炎の中に黄色い炎（赤火）が混じる。丨異常ではありません。 


給排気筒の先端か5連続的に白煙が出 
る， 

灯油ぎれの際、一瞬炎が大き<なつて消火する。 

崞電しだときの再通電直後 a ?,また 
は ti 胃表示）点火操作をすると 、 ： m 
表示が出ることがある。 


外気温が低<なると、排気ガス中に含まれている水分が 
凝結して水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 

ありません。 

異常ではありません。 

停■によりストーフの温度が一時的に上昇するだめで、 
異常ではありません。4〜5分冷却した後に、点火操作 
して <ださい。 


□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。※設定室温表示にモニターサインが表示されます。 


10•故障•異常の見分け 


方と処置方法 


r … 一/ 1 









燃焼時.その他 



































11 .部品交換のしが汔 


設置しだままで保管される場合やしまわれるときは、日常の点検 • 手入れの項を 
参照し、次の要領で保管して<ださい。 


■手入れ®しか怒 

1 . h 注意 I 電源プラグを必ずコンセントから抜いてください。 

2 JB タンクの灯油は、すっかり出して<ださい。中に水分やごみが残ったままにしておき浅す 
と、油タンクが腐食する原因になります。 

3.定油面器のストレーナをはずして、水分やごみを除き、定油面器の中の灯油を抜いてください。 
4•ファンフィルターのごみやほこりを取り除いて < ださい。 

5. 前板をはずして、掃除機などで内部のほこりを取り除いて<ださい。 

6. 塗装部分は、湿っだ布で汚れを落としてから、からぶきして<ださい。 

7. 燃焼室のサビなどがある所をベ—バーで磨き「補修用の塗料 j (别売品）で塗装して<ださい。 


C 官万； 


1 . きれいになったら、ポ U エチレンの袋に入れ、乾燥しだ場所に横倒しにしないで おしまいく 
ださい。 

2, 「取扱説明書」 は、大切に保管して<ださい。 
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対震自動消火 g 置*点火安全装置 • 燃焼賴御装 S • 停電安全装®=週熱防! i : 装讎 1 



他 * 

装 

霪 

再点火安全装置*循環水遍昇防止装霞 • 排気管抜け楱知装置 > 空ださ防止装 i * I 電流防土装靈 | 
燃焼用送風機異常検出装置。筠 1 用送風機異常検出装霞 ■ 安全サーミスタ ! 

:霉: 


賴 



置台*1猶 • ゴム製送油管締付/彳ンド2個， 

本体:固定金舆 2 個 • 給排気筒セツト 1 組 | 


標華では、社 & 1 1 ^ P 〜エ業会の算定基準によりす i 
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試運転スイッチ—— 



ストーブ 1 ^ 

吸引ポンプ 

熱防止 — 

サーモスタツト 

ボツトサーミスタ]- 


興常 

サ--モスタツト 
熟交 

モスタツト 

を替 

サーモスタット 


ストーフ 
_燃焼闲送風機 



—— I 点火トランス] 


排気筒外れ 




K 黄赤 

























參このコロナ石油ストーフには保証書がついています。「お買いあげ日•販売店名」などの記入 
をお確かめのラえ、販売店からお受け取りになり、大切に保管してください。 

馨保証期間はお買いあげいだだいだ日か51年間です。 （ BL 商品は2年間です。） 

參次のよラな原因による故障および、事故につきましては、保証の対象になりませんので注意 

して < ださい。 

懸変質灯油や不純灯油など、まだ灯油以外の燃料使闬による故障や事故。 

圏誤つだ使用方法による故障や事故。 


■修理を依頼されるとき 

馨本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」 （37 〜38ページ参照）の項にしだか'つて調べても 
よくならないときは、電源プラク''を抜いてお買い求めの販売店まだは、お近<のコロナお客 
様ご相談窓□にご連絡 < ださい。 

•保証期間中であれば保証書の規定にしだがつて無料修理させていただきます。 



■保証期閫がすぎているときは 
•お買い求めの販売店にご相談ぐだ； 
修理によって使用できる製品に 


画補修用性能部品の最低保有期間 


ます。 


•石油ストーフの補修闱性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期関は 
製造打ち切り後7年です。 （ BL 商品は10年です。） 

♦この期間は、通商産業省の指導によるものです。 


15 •据付け 



据付けは、お買い上げの販売店に依頼して<ださい。 

暖房配管の施工については、工事説明書の「暖房配管 j の項に従って< ださい 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、火災予防条例、 電気設備に関する技術基準な ど法令の基章があります。エ 
事説明書の「安全のだめに 宓ずお守りください」をお読みになり、 販売店又は据付業者とよく 
ご相談して < ださい。まだ、「標擎据付け 例」については、43 • 44 ページを參照してください。 












句燃物 


_燃® 


本定金眞 


«気 


»気 


'燃物 


可燃物 


鑛点検*手入れのだめ壁面から右側方は 30cm 以上、左側方は 20011 以上離して<ださい。 

瘳側方障害物は、両側にあってもよいが給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45cm 以上とって 

<ださい。 

♦前方に塀や建物がある場合は給排気筒先端と前方障害物との距離は 60cm 以上離し、かつ上方 
ぁよ ⑽I _方に気流を阻止する障害物がなし、よラにしてください。 

雜ネ筒下面は地面から 20 on 以上 離すようにして<ださい。なお積雪地域では、給 排気筒先 
端が雪で ふさがれるおそれのない高さを確保して < ださい。 

參木造の建物で壁にメタルラス張り、 ワイヤラス張り、 または金属板張りをしてある場所に給 
排気筒を通す ときは、 それらの 金属部に接しないよラに 電気 的絶縁を して<ださい。 

參 壁に穴を あける場合、壁の内部に ある 電気配線 ■ ガス* 水道の配管に あだらない 場所を 選ん 















〔マントルビースなとに設置可る湯合のスト ー7 i 囲寸法〕ストーフは®す壁面より7«以上手前に出すこと 



翁マントルピースなどス I フが囲われる場所に設置する場合の内部やその周辺は、不燃材料 
または準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行つてください。またストープは必す壁面より 
7 cm 以上手前に出して < ださい。 

翁この設置方法は防火性能評定委員会により評定承認されだものです。 


上方 

側方 

前方 

m 75 I 

10 cm 以上 

15 cm 以上 

150 cm 以上 

18.5 cm 以上 


据付け後の確認 


据付けが終わりましだら、もラー度、工事説明書の「安全のだめに必ずお守0 ください」をお読み 
になり、工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどろかを確認して<ださい。 


試運転 


試運転は販売店まだは据付業者とご一緒に必ず行ってください。 

■邐転準讎 

春主 意 I 電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実に差し込んでください。 
⑩油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをして < ださい。 

⑩送油経路やス I プより油もれがないか確認してください。 

_温水配管途中に/ ^レブなどがある場合には、全開にして < ださい。 

⑩ 安全装置を セッ トしてください。 

〔定油面器 リセット レバー（黒色）を左方向に止まるまで押してく ださい。〕 
#タイ▽一運転になっていませんか。 

雜ボ イラー湯溫調節ボタンで設定 湯蘧を最襄 (70 D ) に合わせてく ださい。 

MSB 


























國麗 IB fIX 


の給水(水はり） 


鮝ストープ本体の据付け、給排気工事、油配管工事、温水配管工事が正しく施工されているこ 
とを再確認してか 5 給水してください。 


注水前の準備 


熱交換器 



1. 注水用の加圧シスターンを 用意し加圧シス 
夕ーンの出水□と温水配管の注； U \ 'ルブを 
ホースで接続して < ださい。 

2. 温水配管の排出/ ルフにホース（水はり用 
給水セツトに付属）を接続し、ホースの片 
側を加圧シスターンの貯水層の内に入れて 
<ださい。 

3. 循環液を準備して < ださい。 

翁システムの凍結予防、腐食予防の為、必 
ずコ□ナ純正床暖房用循環液 （ U P F ) 
を使用して < ださい。 


注水(水はり），空気抜き及び試運転 


1. ス^フの往き • 戻りバルブを「開 j にします。 

2. 力0圧シスターンの運転スイッチを「切」にして、必要量の循環液をシスタ—ンに注入して< 
ださい。 


3. 注入バルブを閉じて、加圧シスターンの運転スイツチを「入 j にしてください。 

4. システムバルブを閉じ、排出バルブ、ス f ブ内の空気抜き弁を開けてから、注入バルブ夺 


ゆっくりと開き注入してください。圧力計が 93.1 kPa (0.95 kgf / CTf ) 以上にならないよラ注入 
/ W レフで調節します。 

#暖房配管が複数の場合は、一回路ずつ循環液を注入してい < と、簡単にエア抜きができます办 

5. 排出バルフより循環液が出始めだら、空気が抜ける音（ゴボゴボ音）が消えるまで運転して 
<ださい。 

6. 排出バルブを閉じ、システムバルブを 全開にしてから、 注入バルフを閉じてください。 

7 . エア抜きスイッチを 「運転 j にします。表示部のボイラー運転 表示が点滅して、循環ポンフ 
の単独運転が開始され、 配管中のエアーが空気分離器により 徐々に排出され ます。 エア抜き 
終了後、必ずエア 抜きスイッチを「停止」にして< ださい。 

8 ■エア抜き終了後、加圧シスターンを 止め、システム内の 初期圧力を設定して<ださい。 

(膨張タンクの封入 圧力は 39.2 kPa (0.4 kgf / cm 0 です。） 

_ 圧力の微調整は、圧力計を 見ながら注入.排出バルブの 開閉にて行って < ださい。 

9 .循環液の注入'が終了しだら、 必す濕温を最高設定温度に して、十分に燃焼させて沸き上げ、 
循環液の分離エアを扱いて < ださい。 

ス トー ブの 運転は 44 • 45 * 46 ページ「試運転」の項に従つて<ださい。 


義 春 







10 .ストーブ 内の空気抜き弁を閉じてください 3 

11•試運転後のシステム内の圧力は、冷えだ状態で初期設定圧力になるよう再度調節して < ださい 
12•試運転が終了しだ£>、注入/ 1 ルプ、排水/ W レフが閉じていることを確認し加圧シスターンを 


1. ボイラー運転スイッチ、ス I フ 運転スイ ッチを押し 
て「入 j にしてください。 

修ボイラー運転表示、ストーブ運転表示が点灯 します。 
參初めてお使いになるときは、耐熱塗料が焼けて 煙と 
臭いがでますので換気を行って<ださい。 

2. ボイ ラー バー ナは9〜12 分間、ス!フバ ーナは 5〜 
6分間の予備燃焼がおわると本燃焼に切り替り、正常 
運転となります。 

3. 温水配管経路に、水もれのないことを確認してください。 

4. 異常なく燃焼 • 運転することを確認して<ださい。 

ボイラー/\'—•ナの燃焼状態は「点検窓」(左側面にあり 
ます）から確認できます。 

5.ボイラーバーナを十分に燃焼させて沸き上げだ後に、各部屋のコンべクターなどの温度が上 
昇していることを確認してください。温度上昇の悪い部屋がありましたら、ヘッダの流量調 
節バルフを調節してください。（温度の上がっている部屋の配管を絞ってください。 
a 異常がなければ、火力調節つまみを「微少 j 〜「大 j に設定して<ださい。 

翁炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（赤火）がまじっても異常ではありません。 
7.火力調節つまみを「自動」に合わせ、ルームサーモによる自動運転ができることを確認して 
<ださい。 


取りはずして<ださい c 

j 邏賴 





点検窓 


■消火の手順 

癱ボイラー運転スイッチ、ストーフ運転スイッチを押して「切 J にし、異常なく運転を停止す 
ることを確認して < ださい。 

春ホ1::ッー燃焼表示、ストーブ燃焼表示が消灯し、消火表示が点灯します。 

»燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、対流用送風機、循環ポンプが停止し、時刻表 
示以外のすべての表示類が消灯します。（ストーブ単独運転の場合は、楯環ボンフは関係 

あり字せん。） 

#正常運転しない場合は、 37,38ページ「故障.異常の見分け方と 遇霞方法」を参照してく 
ださい。 .；；- ' 

泰長期間の保管後、再び設靈する場合ち「'試運転 j の手順にしたがい、試運転を行つてください u 

スン: ュ 





